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【公開日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2011-038
【出願番号】特願2010-48582(P2010-48582)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/007    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/004    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/12     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/007   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/004   　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｑ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５７１Ｂ
   Ｇ１１Ｂ  20/12    　　　　
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月5日(2012.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記録層を有する第１と第２の光ディスクのデータ記録領域に情報を記録する光デ
ィスク記録装置において、
　上記第１と第２の光ディスクのＢＣＡ（Ｂｕｒｓｔ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ａｒｅａ）領域
またはＰＩＣ（Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　＆　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄ
ａｔａ）領域に上記データ記録領域のデータ記録密度の情報を含むディスク管理情報が記
録されているものであって、
　上記第１の光ディスクの１層あたりのデータ記録密度は２５ＧＢであり、
　上記第２の光ディスクの１層あたりのデータ記録密度は３３ＧＢであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が２５ＧＢである第１の光ディスクの最短マーク長は
略０．１４９μｍであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が３３ＧＢである第２の光ディスクの最短マーク長は
略０．１１３μｍであり、
　上記ディスク管理情報からデータ記録密度を判定する記録密度判定回路と、
　上記１層あたりのデータ記録密度が２５ＧＢである第１の光ディスクに対応する第１の
記録ストラテジ、または、上記１層あたりのデータ記録密度が３３ＧＢである第２の光デ
ィスクに対応する第２の記録ストラテジ、を設定する記録ストラテジ設定回路と、
を備え、
　上記記録密度判定回路により判定したデータ記録密度に応じて、前記記録ストラテジ設
定回路が上記第１または第２の記録ストラテジを設定する、光ディスク記録装置。
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【請求項２】
　第１と第２の記録層を有する光ディスクのデータ記録領域に情報を記録する光ディスク
記録装置において、
　上記光ディスクのＢＣＡ（Ｂｕｒｓｔ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ａｒｅａ）領域またはＰＩＣ
（Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　＆　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ）領域
に上記データ記録領域のデータ記録密度の情報を含むディスク管理情報が記録されている
ものであって、
　前記第１の記録層の１層あたりのデータ記録密度は２５ＧＢであり、
　前記第２の記録層の１層あたりのデータ記録密度は３３ＧＢであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が２５ＧＢである第１の記録層の最短マーク長は略０
．１４９μｍであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が３３ＧＢである第２の記録層の最短マーク長は略０
．１１３μｍであり、
　前記ディスク管理情報から検出したデータ記録密度情報を参照し、データ記録密度を判
定する層判定回路と、
　上記１層あたりのデータ記録密度が２５ＧＢである第１の記録層に対応する第１の記録
ストラテジ、または、上記１層あたりのデータ記録密度が３３ＧＢである第２の記録層に
対応する第２の記録ストラテジ、を設定する記録ストラテジ設定回路と、
を備え、
　上記層判定回路の判定によりデータ記録密度が切り替わるとき、データ記録密度に応じ
て、前記記録ストラテジ設定回路が前記第１または第２の記録ストラテジを設定する、光
ディスク記録装置。
【請求項３】
　複数の記録層を有する第１と第２の光ディスクのデータ記録領域に情報を記録する情報
記録方法において、
　上記第１と第２の光ディスクのＢＣＡ（Ｂｕｒｓｔ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ａｒｅａ）領域
またはＰＩＣ（Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　＆　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄ
ａｔａ）領域に上記データ記録領域のデータ記録密度の情報を含むディスク管理情報が記
録されており、
　上記第１の光ディスクの１層あたりのデータ記録密度は２５ＧＢであり、
　上記第２の光ディスクの１層あたりのデータ記録密度は３３ＧＢであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が２５ＧＢである第１の光ディスクの最短マーク長は
略０．１４９μｍであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が３３ＧＢである第２の光ディスクの最短マーク長は
略０．１１３μｍであり、
　上記ディスク管理情報を読み出すステップと、
　読み出した上記ディスク管理情報からデータ記録密度を判定するステップと、
　判定したデータ記録密度に応じて、上記１層あたりのデータ記録密度が２５ＧＢである
第１の光ディスクに対応する第１の記録ストラテジ、または、上記１層あたりのデータ記
録密度が３３ＧＢである第２の光ディスクに対応する第２の記録ストラテジを設定するス
テップと、
を備える、情報記録方法。
【請求項４】
　第１と第２の記録層を有する光ディスクのデータ記録領域に情報を記録する情報記録方
法において、
　上記光ディスクのＢＣＡ（Ｂｕｒｓｔ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ａｒｅａ）領域またはＰＩＣ
（Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　＆　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｄａｔａ）領域
に上記データ記録領域のデータ記録密度の情報を含むディスク管理情報が記録されている
ものであって、
　前記第１の記録層の１層あたりのデータ記録密度は２５ＧＢであり、
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　前記第２の記録層の１層あたりのデータ記録密度は３３ＧＢであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が２５ＧＢである第１の記録層の最短マーク長は略０
．１４９μｍであり、
　上記１層あたりのデータ記録密度が３３ＧＢである第２の記録層の最短マーク長は略０
．１１３μｍであり、
　前記ディスク管理情報からデータ記録密度を参照するステップと、
　データ記録領域のデータ記録密度に応じて、上記１層あたりのデータ記録密度が２５Ｇ
Ｂである第１の記録層に対応する第１の記録ストラテジ、または、上記１層あたりのデー
タ記録密度が３３ＧＢである第２の記録層に対応する第２の記録ストラテジ、を設定する
ステップと、
を備える、情報記録方法。
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